
『秀明大学紀要』投稿規定

2019年7月3日
秀明大学　紀要編集委員会

【目的】
秀明大学における教員等の教育・研究成果を広く社会に発信し、学術の向上と発展に寄与すること
を目的として、『秀明大学紀要』を発刊する。

【投稿資格】
『秀明大学紀要』への投稿資格を有する者は、以下の通りである。
　（1）秀明大学専任教職員
　（2）秀明大学兼任講師
　（3）その他、『秀明大学紀要』編集委員会が認めた者

【投稿できる原稿の種類】
本紀要が掲載する原稿は、以下の通りである。

（1）投稿後、編集委員会は学内より審査委員（1名）を「主査」として指名する。「主査」は、審査に
あたり編集委員会と協議の上、さらに学内外から審査委員「副査」（1名）を選ぶ。「主査」及び
「副査」の審査報告に基づいて編集委員会が掲載の可否を審議し、その結果を踏まえて学長が決
定する。審査結果は、投稿後おおむね2ヶ月を目途に執筆者に通知するものとする。

（2）上記「主査」及び「副査」は、原稿を査読し、各々以下の基準に従って評価を行なう。
　　Ａ：「掲載可」　
　　Ｂ：「一部修正を条件として掲載可」　
　　Ｃ：「掲載不可」
（3）編集委員会は、上記2名の評価に基づいて掲載の可否を審議する。なおその際の判断基準を以

下のように定める。
AA（審査委員2名がともに「A」評価とした場合）：「掲載可」
AB・AC・BB・BC（審査委員2名の評価が異なるか、ともに「B」評価とした場合）：「一部修正
および再査読を条件として掲載可」
CC（審査委員2名がともに「C」評価とした場合）：「掲載不可」

（4）自然科学分野の論文の場合、上記規定より短い原稿も認める場合があるが、掲載の可否に関し
ては前項規定に準ずるものとする。

（5）制限字数は、いずれも本文・注・参考文献・図表・写真・統計表等（別途作成）・改行に伴う余
白などを含む。なお図表・写真・統計表などを含む原稿は、全体の分量が1頁あたり1600字換
算で10~13頁（論文）・5~8頁（その他）に収まるようにする。

（6）投稿原稿は、編集委員会が別途指定するメールアドレスにPDFないしはMS Word形式で提出
する。紙媒体での提出は認めない。

【投稿の制限】
本紀要に投稿できる原稿は1年につき1編までとする（共著も含む）。また他の刊行物との二重投稿
は認めない。

【その他】
（1）『秀明大学紀要』に掲載が決定した原稿の著作権は秀明大学に帰属する。
（2）原稿執筆者は掲載決定時点で、「秀明大学リポジトリ」に基づく原稿の公開について、すべて承

諾したものとする。
（3）原稿料の支払いは行なわない。

【投稿手続】
（1）投稿を希望する場合、まず「紀要論文投稿エントリー」にて応募手続を取る。その際、投稿者の

氏名・所属・連絡先（メールアドレス）、および原稿の種類・題名（仮題でも可）・およその分量
（「40字×40行で12頁」、「合計19,200字」等）を明記する。

（2）「エントリー」の日程や方法については、編集委員会より別途連絡する。
（3）原則として、投稿の締め切りは9月末日、紀要刊行は3月末日とする。

【問い合わせ先】
〒276-0003　千葉県八千代市大学町1-1　秀明大学
　　　　　　　『秀明大学紀要』編集委員会　越田澄人

論文（日本語は16,000~20,000字／英語はダブルスペースで6,200~7,700ワードとしTimes 
New Roman使用でフォントを10.5~11.0Pt.）

教育実践報告・研究ノート（日本語は8,000~12,000字／英語はダブルスペースで3,000~4,600
ワードとしTimes New Roman使用でフォントを10.5~11.0Pt.）
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　今年度は、コロナ（新型コロナウイルス感染症）に始まり、コロナに終わ
ろうとしています。緊急事態宣言が発出され、秀明大学でも学生の入構禁
止や、遠隔授業の実施に追い込まれました。教育面だけではなく、研究面
にも大きな影響があったことでしょう。
　このような逆境の中、『秀明大学紀要』第18号が無事に発刊される運びと
なりました。コロナ禍において、９本もの研究成果を生み出すことができ
たのは、本学の底力を示す証左であると言えるでしょう。11名の執筆者の
先生方、18名の査読に携わってくださった先生方をはじめ、関係各位の皆
様には、深く御礼を申し上げるとともに、敬意を表します。
　いまだコロナは終息していませんが、暗い話ばかりではありません。対
面授業が徐々に実施され、卒業式は２年ぶりに挙行されました。また本学
にはPCR検査室が導入され、日本各地でワクチン接種も始まっています。
今後、少しずつ日常を取り戻し、研究面においてもさらなる発展を期待し
ています。皆様の投稿をお待ちしております。

『秀明大学紀要』編集委員会
越田澄人・大城嘉規・田中元・山下修平


